
次のFRB議長は誰か？

1出所：マーク・ファーバー博士の月刊マーケットレポート（パンローリング）
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2022年初頭以降に本格的な通貨戦争が起こる！？

米国の弁護士、エコノミストでLTCM危機の際に処理を担当したジェー
ムズ・リッカーズ氏が「A Global Liquidity Crisis Is Underway
（進行する世界的な流動性危機）」と題するブログ記事を更新した。

その中でリッカーズ氏は2022年初頭以降、本格的な通貨戦争が起こ
る可能性に言及した上で、その前に、他の主要通貨に対してドルが大
幅に上昇するような市場の混乱を通過する可能性がある。その混乱が
深刻になり、ドル高が米国の輸出や経済に苦痛を与えるようになると、
米国はドル安に向けた措置を講じざるを得なくなるというシナリオを述べ
ている。
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例えば、2007年から2008年の世界金融危機の余
波を受けて、当時のオバマ大統領は2010年にドル
安政策に着手した。ホワイトハウスと米財務省は、
ドル安が欧州や日本など世界各国の経済成長に
悪影響を与えることを承知していたが、他国に配慮
する余裕などはなかった。むしろ世界最大の経済で
ある米国が不況に陥った場合、それは世界の他の
国々を巻き込む大不況になる可能性があったから
だ。

出所：「A Global Liquidity Crisis Is Underway（進行する世界的な流動性危機）」ジェームス・リッカーズ
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その政策はうまく機能した。米ドルは2011年8月に史上最低を記
録しました。当然のことながら、これはゴールドが当時史上最高を
記録したのと一致した。ユーロと円は急騰し、米国経済は必要な
後押しを得た。その後、トランプ大統領の登場で、世界は2016年
にガラリと変わるまで、ユーロ高は続いた。

では、今回はどのようなストーリー展開になるのか？通貨戦争を
引き起こす基本的な条件が残っている限り（債務が多すぎて成
長が不十分）、ある一つの経済または別の経済が、通貨を他の
経済に対して安くすることによって成長を後押ししようとする誘因
が働くため、新たな戦いが起きる可能性は常に残っている。

出所：「A Global Liquidity Crisis Is Underway（進行する世界的な流動性危機）」ジェームス・リッカーズ
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ジョー・バイデンとジャネット・イエレンは、今年の秋にな
ると、景気の低迷についてのメッセージを市場から受けと
ることになる。第3四半期のGDP、さらにインフレと雇用
のデータがそれを明らかにするだろう。2022年の中間選
挙はそこから1年以内に行われることになる。ホワイトハウ
スはパニックに陥り、米ドル安対策に手を出すだろう。

これが2022年にかけてドルが下落する理由である。しか
し、それまでの間に、なぜドルが上昇するのか。その答え
は、世界的な流動性危機が現在進行中だということだ。
世界的な財政難の具体的な警告の兆候のいくつか既
にある。

出所：「A Global Liquidity Crisis Is Underway（進行する世界的な流動性危機）」ジェームス・リッカーズ
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例えば、中国の中央銀行は最近、商業銀行
が貸付に対して保持しなければならない準備
率の要件を引き下げた。これは、中国の経済
の弱さと銀行の流動性の問題を示している。

また、米国債の10年債利回りは、昨年3月以
降、急激に低下している。これは、世界的な品
質への逃避（恐怖貿易）と、景気後退の可
能性と一致する将来のディスインフレと成長の
鈍化への期待を示している。

出所：「A Global Liquidity Crisis Is Underway（進行する世界的な流動性危機）」ジェームス・リッカーズ



10

世界的な流動性危機がこれほど深刻になったとしても、いつこ
れが爆発するかを正確に言い当てることは不可能だ。しかし、
これらの傾向は3月以降強くなっており、さらに圧力が高まって
いる。確かなことは、危機が発生した場合、世界的な安全へ
の突進に対応してドル（およびゴールド）が上昇するというこ
とだ。

出所：「A Global Liquidity Crisis Is Underway（進行する世界的な流動性危機）」ジェームス・リッカーズ



実質金利とゴールド価格
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ゴールドCFD（日足）
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（赤↑＝買いシグナル・黄↓＝売りシグナル）出所：楽天MT4・石原順インディケーター



S＆P500とVIX指数

13

ボラティリティー・インデック
スと S&P500 指数を比較する
ことで、このような「不安定」
な時期を可視化することができ
る。定期的な(長い間)「安定」
の期間が長く続くと、「不安
定」の期間が発生することに注
意すべきだ。

出所：マーク・ファーバー博士の月刊マーケットレポート（パンローリング）



S&P500CFD（日足）

14（赤↑＝買いシグナル・黄↓＝売りシグナル）出所：楽天MT4・石原順インディケーター



日経平均CFD（日足）

15（赤↑＝買いシグナル・黄↓＝売りシグナル）出所：楽天MT4・石原順インディケーター



標準偏差ボラティリティトレードの基本形 ユーロドル（日足）

16（赤↑＝買いシグナル・黄↓＝売りシグナル）出所：楽天MT4・石原順インディケーター



ドル/円（日足）

17（赤↑＝買いシグナル・黄↓＝売りシグナル）出所：楽天MT4・石原順インディケーター



ユーロ/ドル（日足）

18（赤↑＝買いシグナル・黄↓＝売りシグナル）出所：楽天MT4・石原順インディケーター



ユーロ/円（日足）

19（赤↑＝買いシグナル・黄↓＝売りシグナル）出所：楽天MT4・石原順インディケーター



ポンド/円（日足）

20（赤↑＝買いシグナル・黄↓＝売りシグナル）出所：楽天MT4・石原順インディケーター



豪ドル/円（日足）

21（赤↑＝買いシグナル・黄↓＝売りシグナル）出所：楽天MT4・石原順インディケーター



NZドル/円（日足）

22（赤↑＝買いシグナル・黄↓＝売りシグナル）出所：楽天MT4・石原順インディケーター


